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『インドネ

ての文献—-Willmott, Giok• 

Lan Tan, Wiliamsの紹介を中心とし

て一—-』

シア蔀僑につい
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ー は じ め に

インドネシア:!1碑（蒻の研究は戦前はオランダ人lこよって

行なわれていたが，戦後はその影をひそめ，代わってア

メリカ人の研究がその中心をなしている。アメリカ人の

研究をみると，インドネシア研究の中心であるコーネル

大学がやは 1)その中心となっている。クイ 2作僑の研究iこ．

よって府く評価された G.William Skinnerを中心とし

て現在のところ，つぎ0.）ような研究成果が公表されてい

る。

1. (1) Donald E. Willmott, 1'/w National Stt,tm・ 
(}j．the Chi91csc iII Imlo9Iesia, （M叫ernIndoncs:a 

Project, lnterium Report Series, Dept. of Far Eastern 

Studies, Cornell l:niv. Ithaca, N. Y. 1956.) 

(2) --•’I‘IicNati() JI(ll StatrIS o/ ilI¢ Clu•II¢SC 
iII III(laIIdsia, 19OO~1958. （M吋ernlndonesia Project, 
l¥fonograph Series, Soulht:last Asia Studies, Dept. 

of Far Eastern Studies, Cornoll Univ. Ithaca, N. Y. 
1961.), 

(3) _,'l'he Chi11tise of Sc,》Iヽ‘rang:ACI'“”giJig 
Mi1/01•ityCommu91ityi92 加lo11csia, Cornell Univ. 
Pr邸s,1960. 

2. Giak-~an Tan, Tire Chi11ヽsco/ Sl(Kabl(Ilii : A 
St‘‘dy iII So¢tul a199l CIIlt‘‘ral AcCO99IJJlodatioll 
(Modern lndonesia Project, Southeast Asia Progl'.皿1):

Dept. of Asian Studies, Cornell Univ. Ithaca, N. Y. 
1963. 

この2人の若い学究はSkinner教授の指群下にあった

人である。 Skinnt:r教授自身の研究成果は， 1956~58年

のジャカルタを中心とじた部絢の政治行動と政治慈識を

中心とした実体調査に甚づく成果があるが，まだ発表さ

れていない。これまでに発表されたものは，

3. (1) G. William Skinner, "The・ Chinese 

Java'’, ColloqI(ium叩 0versd9lsChiIidSC，叫itecl
Morton H. Fried, I. P. R., N. Y., 1958. 
(2) _,  "The Chinese Minority''. I11done.,ia, 

ec!ited by Ruth T. McVey, H. R. A. F., New Hnven, 

1茄3.

of 
by 

(a) _,  "Change and Persbtence in Chinese 
C¥1lture ()versens: A Comparison of Thailand and 

Java", Joiヽnwlof ti比 SouthSea Society, 16, 1960. 

がある。

これらの Cornell大学のModernIndonesia Projectの

割和研究を除くと，アメリカの Brown —大学の Lea E. 

Williamsのつぎの労作がある。

4. (1) Lea E. Williams, Overs匹 Clu.99函 Nationa・

lism: tlle Ge99Csis o/ the PaIl-CIii•9lC.fe MovenIeIIt iII 
focl.onesia, 1900~1916, Free Press, Illinois, 1960. 

がある。Williams教授は治文としてはつぎのものを古い

ている。

(2) _,,、TheEtl1ical Program and the Chinese 
of Indonesia",.Jounml of Sorヽtl四a.stAsia, Vol. 2, 
No. 2, July, 1961. 

がある。

これらの署(・'此論文のうちから， Willmott,Giok-Lun_ 

Tanおよび Williams()戎加について紹介することとす

る。

rr 
Willmottの菜絞

Donald E. Willmottの労作は一つは頭の政治的地位

についての1900年から現在までにいたる甚祁Iりな分析で

あり，；との二つしま， ジャツにおける奇維（稔の最も中心地と

いわれる中部ジャツのスマラン市の牽｛和の央＃調査によ

って得た咲料に基づく分析である。前者がマクロにイン

ドネシア華低全般の問廂をとらえているとするならば，

後者はミクロにスマラン市をとらえて，その戦前から戦

後にかけてii嘩社会の変容を迫求したものである。
(J) Tltc N,1tio1111l Status of the Chin匹

l9ld()Ilesi“ 

i“ 

である。 Skinner教投1こよる』£Ifiアジア剖針かの論文とし

ては，

この11汁（和の政治的地位の分析は，19お年：こ発表された，

1954年3月から 1955年8月までの実体潤在に基づく

interim reportと1961年に発表された monographreport 

とがある0monograph reportは前者に加僚訂正を行な

うとともにその時期を1900年から1958年までとして，前

同reportに現われなかった嘩（爵二重国籍l問題の深刻化の

問題についての風通しがとりあげられている。しかし，

1959年5月14日に発表された小祁市における部僑小売商

の禁止と， 1960年1月の華僑二瓜国籍条約批淮交換のIll」

題を転機とする哨佃の政治的経新的な問幽についてほふ

れられていない。

このようなことをilii提として， また 19(-il年(/)mono-

grnph reportを中心として Willmottの研究の概災を紹
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介する。

論文は，オランダ柏民地郎(i900~41年），オラング占

領期 (1850~1949年），共和国期 (1945~54年），の 3期

に分けた碓（訪の政治的地位の形成と発展に関する史的分

析をまず冒頭に行なっている。

この史的叙述を1.1尿にして， ~fijの政治的地位の本論

にはいり，対中共二重国箕条約， 1位僑の人口勁態につい

ての分析が行なわれ，第3段として，燕僑の（国岱取得

若と非取得者に分けて）法的（政治的）・社会的・経済的

地位についての分析，およびインドネシア応蔀低の市民

権に対する態度についての分析を行ない，最後に結論と

展望を行なっている。

以上の各館のなかで，この論文の中心と考えられる郡

低の法的（政治的）・社会的・経済的地位の分析，市民椛

問題についてのインドネシア窮架僑の態度の分析につい

て筒吊iこ紹介することとする。

華低の法的（政治的）・社会がJ・経済的地位の分析にお

いては， もちろん中国術とインドネシア箱とで準（喬に対

する政府の取り扱いが屎なることはいうまでもない。中

国岱那僑は親北京派と親問民党派の問に取り扱いの差別

はなく，外国人管理規程の適用を等しく受けるのである

が， 1957年以来の軍政下における引¢僑紙に対する独い統

制，派（喬学校に対する閉釦措骰，華倫に対する外国人税

賦裸，経済活動制限等の桔屈は当時の反革命に協力した

親固民党分子に対する圧迫の要素が少なからずある。

インドネシア括乖低の問題については，インドネシア

紘の政策，華低市民の法的・政袷的地位，市民椛の証

明，教育，経祈政策，華倫関係政党と少数民族問題等の

問題をとりあげている。

これらの問題についても， 1957年以前と以後において

政府の対策が相当に変質していることを Willmott教授

は指摘している。 1957年以前において，華僑の民族的特

殊性をig•韮したオランダ枢（民政策の辿i[9J(lりな制度が少な

くなかったのに対して， 1957年以後においては，軍政を

支配する軍剖指祁者の弥い民族主義的惑俯による，イン

ドネシア箱雖（稿の独力な同化政策が教育，経済の部門に

実施されていることを指摘している。経済政策について

は，誼要企業国営を基関とする「指郡される経済」休制

における部僑の地位に対する影膀についての分析を行な

っている。政党と少数民族／笥屈tこついて，臨面の政治的

地位tこついての各党の態度についての分析である。

市民椛に対するインドネシア箱半僑の源度の分析tこお

いて，華僑の大部分は人種的文化的な民族主滋者であっ

苔評

て，政治的民族主義者でないことを中心に，インドネシ

ア篤ことにインドネシア出生のいわゆるPernnakan華

僑が浙次インドネシア化していくと分析している。この

ことは非’Jitに煎要なことであって， 1l"g（甜が，国簡問坦が

解決することにより定沼性を強めることによって，政治

的にもしだいに強い勢力となることを慈味する。このこ

とはマレーシアにおいてもみられるのである。

最後の結論と展望において， Willmottは，インドネシ

ア政府の政策の回顧と展望を行ない．さらに外国箱蔀偽

と市民燕低（インドネシア莉）の両者の地位がどのよう

に変化するかの分析を行ない，その展望を結論としてい

る。

(2) Ponalcl Earl Willmott, Tiu: Clii11cse of 

SemaraJlg: ACha1lgiIIg MiIヽorityCoI'”'“‘’'ity i'‘ 
Jnc/011csia, Cornell Univ. Press, 1960, xii 374 p. 

前述の部科の地位の問題の分析を行なった Willmott

が， C.1.seStudyとして選定した中部Javaの都低のgs中都
市として有名な Semarangにおける架僑社会の1954年か

ら1955年までの 1カ年にわたる実体調査の成果である。

この労作は，戦後の Semarang市の華（和の社会的・文

化的変容の分析と解明を行なうことを目的としたもの

で，巻末において，変容の理論を形成することを企図す

るものである。

第1，第2究は，この種の調査の定形どおりの変容の

理解に必要な地理的・人口的・脳史的背保を叙述するも

のであり，これを前提として，以後の策において，各種

の共同体生活の面，たとえば，経済活動，宗教，艇術，

種族のグループ関係，社会指諒権等の問題についての分

析を行なっている。

逍嘩の経済活動は，一般tこ可＇€僑の生活のすべてを支配

するものとして認められ，ぎ（§僑研究の初歩はこの1男邸こ

集中されるのが通例である。 Willmottの分析iこおいて，

戦後の Semarangの部（籍の経惰生活についても，かなり

の仮がさかれているが，その基礎的部門を形成する社会

構造における変容I•こその重点があるということができ

る。

鞘知の経済活勁については， WillmottはSemarnng市

の両話帳と商菜ダイレクトリーを利用して企業の分布の

分析を行ない，その業隙を調べている。 19邸年の Sema.

rang市の郡僑は市の小売商，輸送，製造裳，サーヴィス

業，卸売業の4分の 3から 5分の4を所布ないしは経営

している。しかし財政金融，糀柑入貿品についてはオラ

ンダ人に首位をゆずっていると述べている。しかし，1957
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年以後における「指祁する経済」｛秘l~l以後のインドネシ

ア人の経済的ナショナリズムの沿j揚が Sc叩 raIIgilfの経

済の分布にかなり変更を加えていることを考えると，ぃ

ま—•殿の如樟隙による変容の再調．在が期待される。

この論文の第2の煎点である部僑社会の構造，組織，

リーダーシップについ•C Willmott ~ま，社会構必につい

てhorir..ontallineとverticallineの二つの角1度から追求

している。前者は社会経済的差媒と教有効果に払礎をお

いており，後者は Totok嘩僑と Peronaka.n鞘品の差媒

と教脊の型（オランダ型か中問型）に秘礎をおいて追求

しているのである。組織の問題では嘩（紡社会内部の各種

団体の分析に頂点がおかれている。リーダーシップの間

迎では，過去から現在にいたる：1~低社会における指祁名

について爽体調在の結果によっての分析を行なってい

る。指祁若の地位がいかにして疫得されるかの問題につ

いて， Willmottは Sarawakの3靡の分析を行なった

Tien Ju-Kansが私が椛力を表象するものとして利用さ

れているという分析に対して， Semarang・fttそのよう

な栢向がないことを実際の指荘者の分析から結論してい

る。

蚊後は，かれの社会文化的変容の理沿に対するかれの

アプローチをもって結論としている。

lll Giok-L皿 Tanの業絞

Giok-Lan Tan, The Chi99CSC OI SukalJIヽmi: A 
Stz、dyi)I Social a1ld CultIヽralAcco99999Iodati()91, 
Monogro.ph Series, Modern Indonesia Project, South-

east Asin Program, Dept. of Asian Studies, Cornell 

Univ. Ithnlrn, N. Y., 1963, 314 p. 

この Giok-LnnTanの労作も，前に述べた Willmott

のそれと同様， Skinner教授の考えるインドネシア部（甜

の問図地点4カ所の一つとしてとりあげたものである。

Sukabumiは西部ジャワの内陸部にあり，ャ［都ジャカ

ルタから西部ジャワの中心地パンドンtこ通ずる逍路の中

閥にある。全人口 6万5000．湘｛爵1万の小蔀市である。

この綸文の構成は，沿JYi.，胚済の植i族9l1分布， Pera. 

nakan罰店の生活形憩，家族とJ'，l緑関係，宗教，邪俯社

会内の生活というのであって，汲後の要約と結論となっ

ている。この論文の蘭IJ姐が社会文化的適応性の研究とな

っているように，誼点は生活形態，家族と血舷関係，宗

教，教育1こおかれており，これらの問題に関するかぎり，

女性のセンスもさることながら¥itこ評細をきわめた哭体

潤査の成果であり，従来のこの種の架紋にみられないも

のである。しかし郡僑社会内の生活の項においてとりあ

94 

げられているスカプミの府係の政治生活の分析(・t.Wil. 

lmollのスマランにおける同じ間闇の分析よりも最近の

,m題に．前点をおいている点で屎なった二；しアンスがある
分析である。ことに Ta11女史は問迎を実｛本調究を行な

った1957年当時：こおけるスカプミの地方政治状況のなか

でとらえている。そして． この地方政治の構造のなかで

乖｛氏がどのようにはめこ古れているかの分析を行なって

いる。さらに割岱社会におけるグループ関係について

Toto J帥倫と Peranaknn旅僑の関係，さらにこの嘩低2

グループとインドネシア人の関係についての分析を行な

っている。この三つのグループの相互関係の分析には，

公ilり槻関，公的地位における社会相互関係と私的機関，

私的地位における同じ問題についてとりあげている。

最後に全体の調在結果を要約して結論とし-cいる。論

文の中心が，すでに述べたように，社会的文化的なi(iに

染中されており，経済的な活動が比較的経視されている。

すでに奉紙の経済活珈こついては， LiemTwan Djieが

ジャワにおける割品の仲介商菜の問題を取り扱った論文

を1952年に発表しているが，この問閣の地域的な掘り下

げがその後の課題として残されているだけに，このスカ

プミの研究にそれがとりあげられていないことを残念に

思うものである。

以＿I::でSkinner教授の 2人の助手の粟郷こついての紹

介を終える。

IV Williamsの業紺

Lea E. Williams, Ovc1'.邸aClu'9lCSCJ¥r(ltionalis191:
Thc GCIIcsis ()f thc P研 CI:h:cse Movc99ICItt iII 
lncl011esia, 1900~1916, The Free Press, 111., 1960, 
xiv, 235 p. 

この研究は，オランダの柏民政策が，いわゆる倫理政

策の名の下に大きく転換した16年1！りにおける牽供の政治

慈滋の間題をとりあげたものである。 1伶僑政策はこの倫

理政策の転換と歩覇を合わせて，いわゆるカピクン制邸

に表象される華（爵自治制の廃止と行動制限の廃止によっ

て冷栂はインドネシア社会における新しい氷態を迎え

た。この事燻のなかで， 1枠9甜は自己防術の、な識の硲まり

がガ、れらの稲族的分裂の解梢と統一の努力が近代的な民

族上義の形成を生んだのであった。

Williams敬授ほその労作のなかで， 190咋から1916年

における：1作個の民族主義慈識の形成と発展をとらえてい

る。かれの労作の中心ほ，民族主義的自党の1-1恢，民族
主義への動員，指祁性における発展，民族宅義の評価の

5箪である。民族主義的自覚の背既においては， 1900年



における民族上淡迎識の形成に関述の・1詠 l!！l題をとりあ

げている。そして民族お淡への勅i1の立においては，1900

年以後iこおける各種ヽ）制限を解約された禅低社会が各稲

族椙］の対立を超越｀しての統一•ilりな民族主義への方,r,1 をと

りはじめてからの民族主汲的怠洩形成の中核となった要

索についての分析である。そしてその第 1の痰索がt1,；教
の revivalであり，第2が教脊改革迎勁，第3が商会の

組織，第4が1!｝報社の租lt災，第5がその他の汎、部｛稔的な

団体と指摘して，これらの要索となった団体の歴史と役

俎9についての分析を行なっている。

指i引性の発展の窄においては， 1900年以前の泄僑自治

制が崩腹したことによる指羽性の担い手の変容について

の分析が行なわれている。

評価の窪が Williams教授の結論に相当するとこるで

あって，インドネシア窟旅9甜の民族主義の完成， 1但僑の

武器，ィンドネシア籍奇針店の迎蜘こついての一般的結ii命，

小数民族の民族主義祖l姐についての泌用，の五つの問遁

をとりあげている。

インドネシア i窯l昭僑の民族主義の完成i•こおいて注目す

ペきことは， 1912年iこインドネシア人のバティク（更紗）

商人および政人が1位前との競争と搾取に対抗するために

組した SerikatIslamの組織が行なわれ，民族迎動の

契機となったことに対応して， 'lj~僑の側の民族的自術慈

識からまた民族主淡を悩める契扱となったことを指摘し

ていることである。

割品が自術のためにとった手段として罷市ーーポイコ

ット—の手段がとられたことが表明するように，華僑

の側の民族主汲には少数民族としてのいくつかの特異性

をもつこと，またこの特異性が，噌（店とインドネシア人

の磁合を阻JI:しているものであることを指摘している。

V おわりに

以上において，戦後のアメリがこおけるインドネシア

の薬1喬の研究:・..::.ついての業紹の紹介を終える。

インドネシア泄僑の研究を回想してみると，戦前から

最も関心を梨めたのは華f科の経済生活の関査研究であっ

た。この点最近の研究i1.r晶国を一歩展開して華條社会の

諾関係を追求し，その成果の上1こたって華低の経済生活

にふたたび分析を加えて方向をとりつつある。戦前の研

究が経済生活に重点がおかれた。

(1) Cartor, W. J., The Economic Position of 

Chinese in the Netherlands Indies, 1936. 

(2) Vleming, J. L. Jr. (eel.), Hl!t Chinccsclie 
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この時期の日本の研究．—K• はこれら 2ill}の研究に依1f• し

た。;.との代表(Iりなものは，

{3) 洪鉄東述経済函在局知I,『11暉'i束1:Jll如）：ji¢僑』，

昭和15年

ヵ、→クーの器作の翻訳として，

(4) 成田節男訳，『I湖領印度の対競紅．昭和14年

等の成染があらわれていた。これらの成栄はいずれも乖

僑の経済生活の研究iこ梨中されていた。

そして1947年にいたり，

(5) ・ Lim Twan Djie, De Di.~trib,ヽC¢rcmlc 7̀IIS-
SCJIhandcl (fer Cl』1.9IC¢ZCIIOP Java, 1947. 

があらわれた。この LiemTwan Djieの研究はジャワに

限定してぎi叩甘けの経済活勁を分析したものであるが， i波近

の「指苗される経済」体制以前の1i噴(})関査としてt切欣

もまとまったも0)であった。

このほか，社会が）文化的側面を追ったものとして，

(6) Moerman, J., In e1』 09J、CJ,ineescheKamp, 
1929. 

があるが，西淵：ジャワの Pcranakan~糾低の伝統（tり文化を
潤在したものであった。

(7) Ong Eng Die, Clii11cc:re11か Nederlandsch-

Indic: Sociografic'Va11 ec11 I11do11esiscl1e Be匹 lki9lgs-

g•I'09、p, 1943. 

は表題が示すように，インドネシア民族の一部を形成す

るインドネシア箱1位僑である Peranakanの社会的側面

を分析したものであるが，全般的な概説（内性質の條向を

もったものである。したがって Skinner教投が指撤する

ような，碓節の社会変容および Peranaknn割科とイン

ドネシア人の関係について等の巫喪なl:ij湘1こふれていな

かった。

社会変容あるいはPeranakanとインドネシア人の関係

等の重要な問題の追求ほ， Willmott,あるいはGiokLan

Tan等の戦後の研究者の課四として残されていたのであ

った。

（アジア経済研究所潤ft研究悩功乎'l濶{f.il };t 幸一）
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